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（昭和33年 9月10日第 3種郵便物認可） 	1部 6円 

会館でおこなわれた開講式には60歳以上のおとしより70余人

が出席、県保健体育課長内昭子さんらの熱心な指導で、長寿 

体操に思い切り手足を伸していました。 

健康と 生きがいを、、おとしよりに健 
康と生きがいをノ’市教育委員会、市老人クラブ連合会主催の 

「北辰大学」 がさる 6月5日から開講しました。この日三道 

世帯数 13, 72 0 

（昭和50年 5月1日現在）住民基本台帳から 
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一
才！一 

一 ，ー 百1工 
あ
り
、
早
速
登
庁
後
商
工
観
光

課
と
打
ち
合
わ
せ
処
置
を
指
示

す
る
。
 

九
時
、
北
辰
大
学
の
開
講
式

に
出
席
。
こ
の
北
辰
大
学
は
老
 

人
ク
ラ
ブ
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た

方
々
七
十

一
名
が
参
加
し
て
開

講
さ
れ
た
も
の
で
、
来
年
二
月

半
ば
に
閉
講
式
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
県
か
ら
講
師
を
招
い
て

の
長
寿
体
操
に
は
明
治
青
年
も

大
張
切
り
で
、
往
年
の
気
分
十

分
と
い
う
と
こ
ろ
。
 

十

一
時
、
議
会
事
務
局
長
佐

藤
昌

一
さ
ん
の
火
葬
の
」」焼
香

に
参
列
。
遺
さ
れ
た
二
人
の
お

嬢
さ
ん
の
号
泣
に
参
列
者
一
同

貰
い
泣
き
の
涙
を
拭
く
。
 
「朝

に
は
紅
顔
あ
り
て
タ
に
白
骨
と

な
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
も

の
の
、
ご
遺
族
の
ご
心
中
察
し

て
余
り
あ
り
、
変
り
果
て
た
佐

藤
さ
ん
の
姿
に
こ
れ
ま
で
の
思

い
出
が
と
め
ど
も
な
く
脳
裡
を

去
来
す
る
。
 

午
後

一
時
、
市
民
文
化
会
館

で
開
催
の
第
二
十
回
日
本
水
道

協
会
青
森
県
支
部
総
会
に
出
席
 
 し

て
帰
庁
一
息
人
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
か
ね
て
陳
情
中
の
松

野
木
川
改
修
事
業
と
県
営
圃
場

整
備
事
業
の
調
整
費
が
決
定
し

た
と
い
う
知
ら
せ
が
入
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
両
事
業

の
同
時
施

行
が
で
き
る
こ
と
に
グ

っ
た
o
 

こ
の
調
整
費
は
国
土
庁
が
所

管
し
て
お
り
、
全
国
八
十
億
円

の
要
望
に
対
し
て
予
算
枠
は
六

二
％
少
々
の
五
十
億
円
。
当
市

の
陳
情
額
は

一
億
三
、
五
〇
〇

万
円
だ
っ
た
が
、
決
定
は
八
三

％
を
こ
え
る
一
億
一
、
二
五
〇

万
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
今
年
度

の
一
般
公
共
事
業
費
と
し
て
五

一
〇
〇
万
円
が

つ
い
た
の
で
事

業
遂
行
の
見
通
し
は
十
分

つ
い

た
。
松
野
木
川
改
修
の
残
り
分

に
つ
い
て
は
五
十
一
年
度
の
一

般
公
共
事
業
で
完
成
を
み
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
（〕
圃
場
整
備

の
方
も
南
部
土
地
改
良
区
関
係

約
一
、
四
〇
〇
町
歩
の
な
か
で

最
大
の
問
題
箇
所

で
あ
っ
た
七

ッ
島
、
金
山
地
区
が

一
挙
に
解

決
で
き
る
わ
け
で
、
関
係
者
一

同
と
と
も
に
喜
び

に
堪
え
な
い
。
 

一
時
半
、
議
会
本
会
議
が
開

会
、
終
了
後
引
続
き
各
常
任
委

員
会
が
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審

議
に
入
る
。
各
課
長
と
の
業
務

の
打
ち
合
わ
せ
、
指
示
な
ど
で

市
役
所
を
出
た
の
は
午
後
八
時

過
ぎ
で
あ
っ
た
。
 

六
月
五
日
（
 

木
）
曇
後
雨
。
 

午
前
七
時
半
、
 

漆
川
部
落
関
係

者
よ
り
し
ん
橋

の
関
連
工
事
に

つ
い
て
電
話
が
 



市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
 

⑤4321番 

「
こ
と
ば
の
教
室

」
の
梗
概
 

着
工
 
四
十
九
年
七
月
一
一

十
三
日
、
完
成
 
五
十
年
七

月
二
十
五
日
。
工
事
費
 
七

千
二
百
三
十
五
万
五
千
円
。
 

建
て
面
積
 
七
百
十
一
平
方

冒

（教
室
二
三
〇
平
方
冒
）
。
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
。
 一
階
 
指
導
室
（
 

三
）
、
検
査
室
、
相
談
室
、
 

研
修
室
『
プ
レ
ー
ル
ー
ム
な

ど
。
二
、
三
階
は
普
通
教
室
 

（四
）
特
殊
教
室
な
ど
。
研

修
室
、
相
談
室
以
外

の
床
は

ジ
ュ
ー
タ
ン
張
り
。
 

遅
刻
、
早
退
の
扱
い
も
受
け
ま

せ
ん
。
 

婦
人

病
検

診
を
実
施
 

1
9日
か
ら
受
付
け
 

市
で
は
、

こ
と
し
も
弘
前
大

学
の
協
力
に
よ
り
、
婦
人
病
検
 

診
を
七
月
十
七
、
十
八
、
十
九

日
の
三
日
間
お
こ
な
い
ま
す
。
 

多
数
の
み
な
さ
ん
の
検
診
を

望
ん
で
い
ま
す
。
 

希
望
者
は
、
次
の
事
項
に
留

意
し
て
申
込
み
、
受
診
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

△
申
込
み
受
付
期
間
 

六
月
十
九
日

ー
六
月
三
十
日
 

●

旧
市
内
の
方
は
、
市
健
康

年
金
課
へ
、
新
市
内
の
方
は
、
 

各
支
所

へ
。
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
世
帯
主
名
が
必
要
で
す
。
 

△
検
診
時
間
と
場
所
 

三
日
間
と
も
、
午
後
一
時
か

ら
三
時
ま
で
。
市
中
央
公
民
館

△
対
象
者
 

三
十
五
歳
以
上
で
、
市
内
に

住
ん
で

い
る
方
。
 

△
検
診
料
金
 

ひ
と
り
千
二
百
円
の
う
ち
自

己
負
担
は
六
百
円
で
す
。
 

稽
（

解
読
講

習
会
 

ことばに関する教育木目談 
の手続きについて 

△申込み先 郵便番号037 五所川原市松島
町 2丁目94番」也 五所川原市立中央小学校 「 
ことばの教室」 （電話O1733④4047番） 
△申込み方法 
直接電話あるいは手紙で申込んでください。 

手紙で申込まれるときは、下記の項目を記入
し、返信用ハガキを同封してください。おり
返し相談日をお知らせします。 

△本人の住所△氏名ム性別△年齢△保護者
名△学校名△学年、組△担任者名△相談の理

由 
教育相談日 毎週月曜日の午後と土曜

日の午前です。相談や診断には必ず予約して
ください。 

△
主
催

県
文
化
財
保

護
協
会
、
県

立
図
書
館
、
！

市
教
育
委
員

会
 △

と
き

七
月
六
日
（
 

日
）
午
前
九

時
ー
午
後
四

時
ま
で
 

△
と
こ
ろ

市
中
央
公
民

館
 

△
定
員
 
五
十
人

（定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

△
受
講
料
 
無
料
で
す
 

△
テ
キ
ス
ト
代
 
五
百
円
（
 

申
し
込
み
と
同
時
に
納
入

の
こ

と
〕
 

△
申
込
場
所
 
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
電
話
④
三

一

九

一
番
）
 

講
師
 
貝
森
格
正
氏
（
県
文

化
財
保
護
協
会
常
任
理
事
）
、
 

秋
元
省
三
氏
（
市
文
化
財
審
議

委
員
会
議
長
）
、
泉
無
味
氏
（
 

日
本
書
作
家
協
会
書
道
教
師
）
 

回
四
五
分
位
）
 

教
室
に
通
っ
て

指
導
を
受
け
ま

す
。
 

学
校
の
授
業

に
さ
し
つ
か
え

な
い
よ
う
に
時

間
割
が

つ
く
ら

れ
ま
す
。
 子
ど

も
は
、
指
定
さ

れ
た
曜
日
と
時

刻
を
守
っ
て
、
 

そ
れ
に
従
っ
て
 

、
、
 気
プ
 指
導
を
受
け
ま
 

す
。
他
の
日
は

自
分
の
学
校
で

普
段
と
同
じ
よ

う
に
生
活
し
ま
 

す
の
で
、
勉
強

に
遅
れ
る
心
配

も
な
く
、
欠
席
、
 

マ
 

階下指導室で 

勿
 

勿
 

簿覇麟『ぐ 
%
 

〔毎月 1日、15日発行〕 

難
聴
や
脳
性
マ

ヒ
カ
を
が

原
因
で
こ
と
ば
に
 
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

障
害
を
も
っ

て
い
る
子
ど
も
が
、
百
人
に
五
人
 
こ

の
た
め
市
で
は
、
昨
年
七
月
か
ら
市
」
 

②
 

の
割
合
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
o
 

央
小
学
校
（
新
谷
雄
蔵
校
長
）
に
、
 
「
こ

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
、
で
き
る
だ
け
早
期
 
の
教
室
」
を
増
設
、
建
設
工
事
を
す
す
」
 

に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
は
も
ち
ろ
ん
早
い
時
 
ま
し
た
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
五
月
か
ら
こ

期
に
こ
と
ば

の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
 
指
導
を
始
め
ま
し
た
。
 

開
設
し
た
、
 
「
こ
と
ば
の
柳
 

在
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
三
十

室
」
に
は
、
専
任
の
先
生
二
人
 
三

人
（
男

一
九
人
・
女
一
四
人

が
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
、
現
 
）
が

教
室
に
通
っ
て
こ
と
ば
の
 

、
 

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

「
こ
と
ば
の
教
室
」
 
に通
う

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
市
内
に

限
ら
ず
西
北
両
郡
も
対
象
に
し

て
お
り
、
児
童
、
生
徒
は
も
ち

％
 
ろ

ん
、
幼
児
や
戎
人
も
匝
‘フ
「
一

と
か
で
き
ま
す
c
 

現
在
、
教
室
に
通
っ

て
い
る
 

三
十
三
人
の
ほ
か
に
、
三
十
数

人
の
申
込
み
が
で
て
お
り
（
教

育
相
談
の
う
え
入
級
を
認
め
る
 

）
ま
す
。
 

こ
と
ば

の
教
室

で
は
 

専
任
の
先
生
が
、
個
人
ま
た

は
ニ
ー
四
人
の
グ
ル
ー
プ
指
導

を
し
ま
す
。
週

一
ー
三
回
（

一
 



生
活
環
境
 

パ
ト

ロ
ー

ル
本

部
わ
 

住
み
よ
い
 

ん
 

環
境
づ
く
り
 

( 	1414 

に 

で 

さる 6 月 1 日、市立中央小学校でおこなわれた体育大会から。競
技の準備から運営までほとんど児童会が中心。これは、種目のひと

つ、 「のんき なお父さん」 

気 
琶Il馴l軸IgI馴●馴ががが・； 

〇
投
票
す
る
方
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

〇
投
票
の
日
時
 

六
月
二
十
六
日
（
 

木
）
午
前
七
時
か
ら
 

午
後
六
時
ま
で
 

〇
選
拳
権
に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
年
三
月
三
十

一
日

現
在
で
確
定
し
た
農
業
委
員
会

委
員
選
拳
の
選
拳
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
つ
ぎ

の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
 

一
、
当
該
農
業
委
員
会

の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
二
、
 

年
齢
が
二
〇
歳
以
上
の
者
で
あ

る
こ
と
三
、
耕
作
面
積
が
一
〇
 

ア
ー
ル
以
上
で
、
年
間
お
お
む

ね
六
〇
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
も
の
 

O
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

当
市
で
は
、
投
票
場
の
入
場

券
を
交
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
は
、
直

接
自
分
の
属
す
る
投
票
場
へ
お

出
か
け
下
さ
い
、
 

〇
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
 

例
え
ば
次
の
よ
う
な
事
情
の

方
は
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す

か
ら
手
続
き
を
し

て
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
 一
、
投
票
当
日
出
張

と
か
、
出
稼
ぎ
な
ど
、
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
用
務
で
自
分
の
 

属
す
る
投
票
区

の
区
域
外
に
出

る
人
、
ま
た
は
す
で
に
出

で
い

る
人
二
、
病
院
等
に
入

院
中
（
 

ま
た
は
入
院
予
定
）
の
人
、
三
、
 

投
票
日
前
後
に
出
産
予
定
の
人

〇
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
問

と
時
間
昭
和
五

十
年
六
月
十
六

日
か
ら
同
年
六
月
二
十
五
日
ま

で

（
午前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
）
そ
の
他
選
拳
に

関
し
て
疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
市
選
拳
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
五

局
二

一
一
一
番

（
内線
三
ニ
七

一
ニ一
一
八）
 

市
農
業
委
員
会
 

委
員
選
挙
の

投
票
日
で
す
 

6月26日 

国体を りんこの赤い 
真心で （栄小6年 田中秀知君の作品です） 

麟

充
実
す
る
市
教
育
振
興
会
《
 

x
 
x
 

プ
・
／
，、
‘
1、
 

教
育
の
“
機
会
均
等
）
と
有

為
な
人
材

の
育
成
に
努
め
て
い

る
財
団
法
人
、
 
「市
教
育
振
興

会
」
は
、
市
民
の
暖
い
協
カ
に

よ
り
基
本
、
運
用
資
金
と
も
年

ご
と
に
充
実
し
、

こ
れ
ま
で
高

校
、
大
学
生
の
あ

わ
せ
て
百
四

十
人
が
奨
学
金
を
受
け
ま
し
た
。
 

市
教
育
委
員
会
が

こ
の
ほ
ど

ま
と
め
た
、
四
月
一
日
現
在
の
 

「市
教
育
振
興
会
」
の
基
本
資

金
は
二
千
百
万
円
。
運
用
資
金
 

（大
学
奨
学
生
貸
与
金
を
除
く
 

）
は
、
二
百
二
万
八
千
百
五
十

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

『」
艇
浮
雄鉢
簿
細
 

「市
教
育
振
興
会
」
に
こ
れ

ま
で
寄
付
さ
れ
た
額
は
、
二
千

四
百
三
＋
五
万
二
千
五
百
八
十

七
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
市
の
出
資
金
一
千

六
百
五
十
七
万
九
千
円
と
一
般

か
ら
の
寄
付
（
二
五
四
件
）
七

百
七
十
七
万
三
千
五
百
八
十
七

円
の
合
計
で
す
。
 

ま
た
、
 
「教
育
振
興
会

」
で

は
、
こ
れ
ま
で
百
十
八
人

e
lロ
同

校
奨
学
生
に
対
し
百
三
十
一
万

二
千
九
百
八
十
六
円
を
給
与

（
 

入
学
、
授
業
料
の
相
当
額
）
し

て
い
る
ほ
か
、
ニ
十
二
人
の
大
 

‘
、

J
 一
 
一
 

、
‘
、
‘
「zソ
ど
，ら‘

 

学
奨
学
生
に
対
し
、
二
百
六
十

九
万
円
を
貸
与
（
三
〇
万
円

限
度
の
入
学
仕
度
金
）
し

て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
三
件
の
出
版

物
に
対
し
て
、
十
二
万
円
の
助

成
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

当
振
興
会
で
は
、
五
十

一
年

ま
で
の
第
一
次
五
カ
年
計
画

の

完
了
時
の
基
本
財
産
目
標
を
三

千
五
百
万
円
と
定
め
て
お
り
ま

す
の
で
、
ひ
き
続
き
み
な
さ
ん

の
ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
四
十
九
年
度
中
に
寄

付
に
協
力
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

菊
地
雄
三
郎
、
間
山
定
勝
、
 

小
野
勝
美
、
上
田
義

一
、
鈴
木

義
人
、
長
田
房
弥
、
藤
田
精
三
、
 

佐
野
駒
三
郎
、
竹
浪
正
静
、
木

村
光
雄
、
川
浪
正
克
、
松
島
町

連
合
会
、
土
岐
清
美
、

堀
内
正

男
、
小
中
久
美
、
石
井
柾
次
郎
、
 

三
上
民
雄
、
三
上
俊
一
、
石
川

清

一
、
中
島
嘉
四
雄
、
藤
森
兼

世
 青

森
モ
ウ
ロ
ジ
ー
、
島
口
慶

治
、
歴
代

P
T
A
の
会
、
三
上

文
明
、
江
渡
哲
哉
、
竹
内
三
蔵
、
 

尾
崎
栄
仁
、
三
上
清
蔵
、
大
沢

寿
夫
、
笹
昭
夫
、
長
峰
絃
、
小

山
吉
之
助
、
葛
西
稔
、
外
崎
誠

一
、
川
村
嘉
太
郎
、
三
上
光
次
、
 

、市
教
頭
会
、
山
川
実
、
増
田
桓

一
、
加
納
金
作
（
敬
称
略
）
 
 

・

．・
 
一
 
例
年
実
施
し
て
い

一
・
い炎
る
、

身
体
障
害
者
の

ブ
主
」h

巡
回
診
査
を
、
次
の

到
彫
才

日
程
で
お
こ
な
い
ま

一
旦
生
す
の
で
、

対
象
者
事
 

"
m一一
、
項
に
留
意
し
参
加
し

ソ
 
て

く
だ
さ
い
。
 

《
」
 

▽
実
施
日
程

（受
 

J
l
 

付
時
間
は
い
ず
れ
も

雄

・
 
午

前
九
時
か
ら
正
午
 

身
 
ま
で

）
 

F
ー
 
内

科
 
六
月
三
十

日
（
五
所
川
原
保
健
所
）
 

眼
科
 
七
月
四
日
（
市
福
祉

会
館
）
 

耳
鼻
科
 
七
月
八
日

（
同
）
 

整
形
外
科
 
七
月
二
十
四
日
 

（同
）
 

▽
対
象
者
事
項
 

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
後

あ
る
い
は
前
回
の
診
査
後
に
障

害
に
変
化
が
あ
り
、
障
害
等
級

の
変
更
ま
た
は
医
療
を
必
要
と

す
る
者
 

②
義
肢
、
補
装
具
な
ど
の
新

調
、
あ
る
い
は
改
造
を
必
要
と

す
る
者
。
 

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
る
た
め
に
診
断
を
必
要

と
す
る
者
（
印
鑑
持
参
の
こ
と
 

)
 

こ
の
ほ
か
、
就
業
、
生
活
、
 

医
療
施
設
入
所
な
ど
の
相
談
を

希
望
す
る
者
 

な
お
、
手
帳
交
付
後
、
あ
る

い
は
前
回
の
診
査
後
に
障
害
に

変
化
が
認
め
ら
れ
な

い
者
と
脳

卒
中
後
一
年
半
程
度
よ
り
経
過

し
て
い
な
い
者
は
除
き
ま
す
。
 

ま
た
、
内
科

の
場
合
は
x
線
 

「2
具
を
で
き
る
だ
け
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
 

Q
 

演劇サークル〈動物園〉 

会員，募集 
このたび、演劇サ クル 「動物

園」 が結成されましたが、スタッ

フ、キャストがたりませんので、 

志のある方は市中央公民館にお申

込みください。電話は⑤2352 
番です。 



中央青年大学の
学生を募集 

開設する場所 市立中央公民館 

参加できる方 市内に居住する25歳 

未満の男女青少年 

経 	費 無料です 

学習の内容 主として立派な社会

人となるための基礎

的な知識、技術の習

得、一般教養、体育

レクリ．工ーション 

学習の時間 原則として夜 7時～ 

9時までとし、年間 

sci寺問 

定 	員 50人 

お申込み先 市中央公民館 

（でんわ⑤2352) 

お申込み期日 6月20日まて’ 

広田住宅団地 

分譲住宅の積立者募集 

※詳細については、青森県住宅供給公社または

市窓口サービス課（五所川原支所）にお問いあ

わせください。 

積立分譲住宅は、積立金を 1年、2年、3年間

で積立て、入居してから住宅金融公庫の融資を受

ける分譲住宅です。 

受 付 期 間 6月20日～ 6月27日まで 

午前 9時～午後 4時まで 

（ただし土曜日は正午まで） 

受 付 場 所 市窓口サービス課 

募 集 戸 数 6（〕戸 1年積立…20戸（51年度建設） 

2年積立…20戸（52年度建設） 

3年積立・・・20戸（53年度建設） 

住宅の概要 宅地一戸当り約290n （約87坪） 

建物一戸当り約 62nf （約18坪） 

分譲予定価格 譲渡予定価額 7,730千円～9,030千円 

積立目標額 3,710千円～4,090千円 

公庫融資予定額 4,000千円～4,900千円 

建物引渡期 積立満了 年の11月頃の予定 

よい歯で よくかみ よいからだ 

む し歯で泣く よ り まず 予防 青森県・青森県教育委員会・青森県歯科医師会 

(lOa当り） 2 ．普通畑の部 （10多当り） 
おしらせ 

ノ 

区 	分 
現行標準小作料 改訂標準小作料 麹

 
1
 
2
  

現行標準小作料 改訂標準小作料 
等級 収 穫 量 

6,700 円 1L000 円 
1 660 蛇 21,300 円 35,000 円 

5,400 9,000 
2 600 19,100 31 ,000 

3 540 17,500 29,000 

4 480 15,000 23,000 

(lOa当り） 

／
 
市

民
オ
リ

エ
ン

テ
ー
 

ノ
 

／
 

リ
ン
グ
講
習
会
 
／
 

国 光 デ 	リ 系 混 合 
未 成 園 成 園 未 成 園 成 園 未 成 園 成 園 

標準小作料 24 ,000 円 28 ,000 円 27 ,000円 32 ,000 円 25 ,000円 30 ,000円 

て
あ
っ
た
小
作
料
の
最

高
統
制
額
が
廃
止
さ
れ
、
 

代
っ
て
農
業
委
員
ム
パ
が

小
作
料
の
標
準
額
を
定

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

市
で
も
、
昭
和
四
十

六
年
三
月
に
水
田
と
普
 

通
畑
の
標
準
小
 

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
諸
情
勢
の
変
化
と
物
価
の
上

昇
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
小
作
料
で
は
今
後
の
賃

貸
借
契
約
に
よ
る
小
作
関

係
は
、
実
情
に
即
し
た
運

営
が
困
難
な
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
市
小
作
料
協

議
会
に
諮
問
し
、
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
 

農
地
の
流
動
化
促
進
と

効
率
的
土
地
利
用
の
保
全

推
進
の
た
め
適
正
な
小
作

料
に
よ
り
契
約
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
と
き
 
六
月
二
十

一
日
（
 

土
）
午
後
二
時
か
ら
‘
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

▽
参
加
対
象
 
個
人
参
加
は

小
学
五
年
以
上
と
す
る
。
グ
ル
 

ー
プ

（家
族
を
含
む
）
参
加
は

原
則
と
し
て
小
学
五
年
以
上
と

し
、
必
ず
大
人
の
リ
ー
ダ
ー
が

い
る
こ
と
。
 

講
師
 
県
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
協
会
事
務
局
長
、
全
国
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
普
及
指
導

員
相
馬
義
信
氏
。
 

指
導
内
容
 

講
義
 
地
図
の
見
方
、
磁
石

の
使
い
方
。
 

実
技
 
器
具
を
使
い
指
示
さ

れ
た
地
点
（
ポ
イ
ン
ト
）
を
発

見
し
、
で
き
る
だ
け
短
時
間
で
 
 

ゴ
ー
ル
す
る
。
 

▽
お
申
込
み
 

六
月
十
九
日

（
木
）
正
午
ま

で
、
申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、
 

年
齢
、
性
別
を
記
入
の
う
え
、
 

市
教
育
委
員
会
「
太
陽
と
雪
の

課
」
 
（電
話
④
三
一
九
二
番
）
 

へ
。
先
着
五
十
人
で
締
切
り
ま

す
。
 

▽
服
装
と
準
備
用
品
 

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い
服

装
で
、
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
メ
モ

帳
を
持
参
す
る
こ
と
。
 

▽
主
催
 
市
教
育
委
員
会
。
 

ず
 

1
厚
生
年
金
保
険

J
 

F
の
移
動
相
談
所

L
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
で
は

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
保
険
の

周
知
徹
底
を
は
か
る
た
め
、
 
「
 

無
料
移
動
相
談
所
」
を
次
の
日

程
で
開
き
ま
す
。
 

▽
相
談
日
 
六
月
二
十
四
日
 

（
火
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
 

▽
場
所
 
太
刈
、
 
「丸
友
」
 

デ
パ
ー
ト
 

掴
狙

証
書

を
 

提

出
し

よ
う
 

「福
祉
年
金
」
を
う
け
て
い

る
方
は
、
六
月
中
に
 
「国
民
年
 
 

金
証
書
」
を
市
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
証
書
の
提
出
が
お
く
れ

ま
す
と
、
九
月
の
支
払
日
に
年

金
を
う
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
五
月
の
支
払

い
を
う
け

た
ら
す
ぐ
市
健
康
年
金
課
か
各

支
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
内
鎌
谷
町
の
三
浦
新
一
さ

ん
は
、
結
婚
媒
酌
人
の
記
念
に

市
教
育
振
興
会
に
現
金
三
万
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
大
町
の
呉
服
業
斎
藤
信

男
さ
ん
は
、
市
教
育
振
興
会
に

現
金
三
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
 

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
農
地
法
の

一
部

改
正
に
よ
り
、
従
来
制
定
さ
れ
 

農
地
の

賃
貸
借
は

適
正
に
作

料
が設
定
さ

小
作
料

・
標
準
額
を
改
訂
和

鷺

n護
 

税
金
は
、
自
主
的
に
納
付
し
ま
し
よ
う
。
徴
収
に
、
毎
戸
訪
間
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
六
月
は
、
市
県
民
税
第

一
期
分
の
納
期
限
で
す
。
 

納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
法
の
定
め
に
よ
り
督
促
手
数
料
延

滞
金
を
取
ら
れ
ま
す
。
収
納
課
で
は
、
納
税
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
、
納
期
内
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
れ
ま
で
軽
自
動
車
税
と
固
定
資
産
税
（
兼
都
市
計
画
税
 

）
の
納
税
通
知
書
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
忘
れ
の
方
は
、
な
る
 

べ
く
早
く
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
 

市
収
納
課
 

3 ．りんご畑の部 

1 ．水田の部 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
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